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１ カリキュラム・マネジメントとは 

 平成 28 年８月 26 日に中央教育審議会教育課程特

別部会より「次期学習指導要領等に向けたこれまで

の審議のまとめ」（以下「審議のまとめ」とする）が

示された。そこでは，次期学習指導要領における重

要な概念として「アクティブ・ラーニング」と「カ

リキュラム・マネジメント」の２つの概念が示され

ている。 

 「カリキュラム・マネジメント」とは，「学習指導

要領を受け止めつつ，子どもたちの姿や地域の実情

等を踏まえて，各学校が設定する学校教育目標を実

現するために，学習指導要領に基づき教育課程を編

成し，それを実施・評価して改善していくこと」１）

であり，以下の３つの側面からとらえることができ

る。２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ カリキュラム・マネジメントはなぜ必要か 

カリキュラム・マネジメントについては，これま

で，教育課程の在り方を不断に見直すという側面ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

の側面が重視されてきた。そして，「社会に開かれた

開かれた教育課程を実現するために側面ⅰ，側面ⅲ

の側面が重視されるようになってきた。 

平成 27年 12月 21日に中央教育審議会から示され

た「チーム学校の在り方と今後の改善方針について

（答申）」において，子供を取り巻く状況の変化や複

雑化・困難化した課題に向き合うためには，「個々の

教員が個別に教育活動に取り組むのではなく，学校

のマネジメントを強化し，組織として教育活動に取

り組む体制を作り上げるとともに，必要な指導体制

を整備することが必要である」３）とし，「チーム学

校」として教育にあたることの重要性について述べ

ている。 

また，同日中央教育審議会から示された「新しい

時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の

連携・協働の在り方と今後の推進方策について（答

申）」では，学校と地域の連携・協働が必要な理由の

一つとして，これからの時代を生き抜く力の育成の

観点から「地域住民や企業，ＮＰＯなど様々な専門

知識・能力を持った地域人材が関わることで，将来

を生き抜く子供たちに，実社会に裏打ちされた幅広

い知識・能力を育成することができる」４）とし，「地

域」という資源を生かした教育の重要性について述

べている。 

つまり，様々な困難が予想されるこれからの教育

においては，①個々の教員としてではなく，チーム

学校として取り組むこと，②「地域」を含む学校の

「強み」を生かすこと，が必要視されていることが

分かる。これら①②を可能にし，カリキュラムの面

から学校教育目標を実現するのが「カリキュラム・

マネジメント」である。 

 

３ カリキュラム・マネジメント実施における課題  

カリキュラム・マネジメントについて，「審議のま

とめ」では，次のように述べている。５） 

 カリキュラム・マネジメント実施の第一歩 

～ワークショップによる学校教育目標の意識化と組織化～ 
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山鹿市立山鹿中学校          

ⅰ） 各教科の教科内容を相互の関係でとらえ，

学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視

点で，その目標の達成に必要な教育の内容を

組織的に配列していくこと。（以下「側面ⅰ」

とする：田上） 

ⅱ） 教科内容の質の向上に向けて，子供たちの

姿や地域の現状等に関する調査や各種デー

タ等に基づき，教育課程を編成し，実施し，

評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイク

ルを確立すること。（以下「側面ⅱ」とする:

田上） 

ⅲ） 教科内容と，教育活動に必要な人的・物的

資源等を，地域等の外部の資源も含めて活用

しながら効果的に組み合わせること。（以下

「側面ⅲ」とする：田上） 



― 調査研究ユニット ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下線部にあるように，「カリキュラム・マネジメン

ト」は，管理職のみならずすべての教職員が理解し，

意識すべきものである。しかし，現状では，個々の

教員が個別に教育活動に取り組む傾向が強く，学年

や教科の枠を超えた学校全体のカリキュラムを意識

しながら取り組んでいる教員は少ないのではないか。 

個々の教員が「教育課程全体の中での位置づけを

意識しながら取り組む」ための中心となるのは，各

学校で位置付けられている「学校教育目標」である。

チーム学校が機能しない原因として，学校教育目標

について以下のような実態があるのではないかと考

えられる。 

実態１ 個々の教員が，学校教育目標の文言は知っ

ているが，背景まで深く理解していない。 

実態２ 個々の教員が学校教育目標を理解している

が，自分の校務分掌や授業とのつながりを意識で

きていない。 

実態３ 個々の教員が学校教育目標と自分の校務分

掌や授業とのつながりを意識できているが，学校

全体としての組織的な取組がなされていない。 

 本年度，調査研究ユニットでは，ワークショップ

を通じて個々の教員が学校教育目標について十分に

理解し，自分の校務分掌や授業とのつながりを意識

できるようになる（実態１，実態２を解消する）こ

とで，より効果的・効率的に側面ⅰ～側面ⅲを実現

し，学校組織をマネジメント（実態３を解消）でき

るのではないかと考え，研究協力校である山鹿市立

山鹿小学校，山鹿市立山鹿中学校の協力を得てワー

クショップを行った。（事例は山鹿中学校） 

 

４ ワークショップの内容 

 ワークショップの流れは次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このワークショップを行うことにより，学校教育

目標を知っているが理解していない，または，つな

がりを意識できていない状態から，「理解し，つなが

りを意識できる状態に職員の意識を高め，カリキュ

ラムマネジメントの３つの側面を実現することがで

きると考えた。（下図：山鹿中学校の例） 

 

 

「カリキュラム・マネジメント」については，

校長又は園長を中心としつつ，教科等の縦割りや

学年を越えて，学校全体で取り組んでいくことが

できるよう，学校の組織や経営の見直しを図る必

要がある。そのためには，管理職のみならずすべ

ての教職員が「カリキュラム・マネジメント」の

必要性を理解し，日々の授業等についても，教育

課程全体の中での位置づけを意識しながら取り

組む必要がある。（下線田上） 

① 事前に，管理職に学校教育目標について聞き

取りを行う。 

② 全職員で「学校教育目標を実現した児童生徒

の姿」について話し合い，具体化する。 

③ ②で具体化した「姿」を実現した生徒はどの

ような「力」を持っているのかについて話し

合い，グループで出し合う。 

④ ③で出し合った「力」の中から学校全体で「つ

けたい力」を，グループごとに３つずつ選ぶ。

⑤ 事後に，管理職，研究主任と，④でグループ

ごとに選んだ「つけたい力」を参考に学校全

体でつけたい力を考える。 
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５ ワークショップの実際 

(1) 職員全体で行うワークショップ 

 

 

 

 

 前日に管理職と学校教育目標の背景や込められた

思いについて管理職と相談を行った上で当日のワー

クショップを行った。目指す生徒の姿として４つの

生徒の姿が設定されていたため，今回のワークショ

ップではその中の１つである「自分の将来に向け，

最後まであきらめない生徒」に絞り，職員には「山

中スピリット」として浸透している「あきらめない 

絶対に あきらめない」の文言を用いて提示するこ

とを確認した。 

 当日は，まず，担当指導主事がプレゼンを行い，

カリキュラム・マネジメントの必要性について説明

した後，まず，学校教育目標を達成した姿として「あ

きらめない 絶対に あきらめない」を提示し，「ど

のような場面で，どのようなことをあきらめない生

徒の姿を目指しますか」という問いについて，グル

ープごとに話し合った。ここでは「授業中に分から

ない問題に取り組んでいても，途中で投げ出さずに，

教科書やノートを使ったり，友達に聞いたりしなが

ら最後まで考えようとする生徒」「部活動である程度

の結果が出ても満足せずに，さらに上の成績を目指

してがんばり続ける生徒」などの意見が出た。 

 

 続いて，「どのような力をつけることで，今のよう

な生徒の姿が実現できますか」という問いについて

それぞれの考えを付箋に書いた。その後，グループ

ごとにマトリクス表を用いて「あきらめない姿の実

現のために重要な力」「学校全体で育成できる力」と

いう２つの観点で分析した。（下図） 

 その後，「学校全体でつけたい力」をグループごと

に３つ選び，ワークショップを閉じた。 

 それぞれのグループが選んだ「学校全体でつけた

い力」をまとめたものが下の表である。 

  

(2) 管理職と行ったワークショップ 

 

 

 

 

 

 職員全体で行ったワークショップの結果を受けて，

「学校全体でつけたい力」について管理職を対象と

するワークショップを行った。 

 まず，「複数のグループで共通して挙げられている

力はどれでしょうか」という問いについて話し合い，

多く挙げられている意見について話し合ったり，共

通している意見をまとめたりした。 

期日 平成２８年５月３０日（月） 

対象 山鹿市立山鹿中学校教職員４２名 

場所 山鹿市立山鹿中学校 職員室 

期 日 平成２８年６月１６日（木） 

参加者 山鹿市立山鹿中学校３名（校長，教頭，

研究主任），県立教育センタ－３名 

場 所 山鹿市立山鹿中学校 校長室 
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 つぎに，「挙げられている数は少なくても，学校教

育目標を実現するために重要だと思う力はありませ

んか」という問いについて考え，管理職として重視

したい部分についても意見を交わした。 

 そして，学校全体で育成を目指す「つけたい力」（資

質・能力）を３つに絞り，職員にもわかりやすくな

るように具体例も示した。（下図） 

最後に，研究主任より校内研修の時間を通じて職

員に周知し，今後の研究授業やＰＤＣＡ，組織づく

り等で活用していくことを確認した。 

 

５ ワークショップの予想される効果と活用法 

 これらの活動を行うことによって，カリキュラ

ム・マネジメントの側面ⅰ～側面ⅲについて，それ

ぞれ以下のような効果が期待できる。 

(1) 側面ⅰについて 

 今後，「つけたい力」を育成するための言語活動を

工夫して教科や学年の枠を越えて共通実践したり，

総合的な学習の時間の計画に役立てたり，教科間で

単元を調整して連携した授業を行う際の視点として

役立てたりすることで，教科や学年の枠を越えて，

共通の視点を持って学校教育目標の実現に向けた授

業の在り方について議論することができると考えら

れる。実際，山鹿中学校においては授業研の際に「つ

けたい力」（資質・能力）を位置付けた指導案を作成

し，授業研究に役立てている。（右上図四角囲み部分） 

(2) 側面ⅱについて 

 ＰＤＣＡを行う際に，行事や学期，年間を通じて

「つけたい力が高まったか」という視点で振り返る

ことで，教科や学年の枠を越えて，児童生徒を中心

に据え，学校教育目標の実現に向けた教育課程の改

善が行うことができると考えられる。 

(3) 側面ⅲについて 

 「つけたい力」を家庭や地域と共有するとともに，

「つけたい力」を高めるために効果的な地域の資源

（人材，情報，教育内容）を，総合的な学習の時間

を中心としながら活用していくことができるように

なると考えられる。 

 

６ 研究のまとめ 

本年度の研究では，現時点で実践の効果について

十分な検証を行うことができていない。「審議のまと

め」や，今後示される次期学習指導要領の動向も参

考にしつつ今後も研究を重ね，「社会に開かれた教育

課程」を実現するための効果的・効率的なカリキュ

ラム・マネジメントの進め方（ＰＤＣＡサイクルの

位置付け，外部との連携システムづくり）等につい

て，明らかにしていきたい。 
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